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〒112-0013  東京都文京区音羽1-1-7 正進社ホールディングスビル4階  03-6902-0480　www.arkgioia.com

29mm シルク・ソフトドーム型（ラグナー・リアン設計）
150mm スライスド・ペーパーコーン型
180mm スライスド・ペーパーコーン型
35 〜 22,000Hz
200Hz/3kHz
4Ω
88dB/W/m
W330×H1,080×D430mm（突起部含む）
30kg/本
ウォルナット無垢材＆クロムアルミニウム合金

230mm 430mm

1,100mm

● 使用ドライバーユニット	
　 トゥイーター　　
　 ミッド・ウーファー　　
　 ウーファー
● 周波数特性
● クロスオーバー
● インピーダンス
● 能率
● 外形寸法
● 重量
● 仕上げ

Specifications

木という素材に命を吹き込み、音楽を奏でる楽器としてスピーカーを造形していくフランコ・セルブリンの類い稀な技。
そのすべてを承継して、名作“Accordo”に、新たな力といっそうの表現力の深みを付与した“Accordo Essence”。

それは音楽への愛情と情熱に裏打ちされた、唯一無二のスピーカー哲学の、新たな形象です。

美と力感の新たな調和。
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高域には、“Accordo”同様、今日最も優れた
ドライバー・ユニット・デザイナーである、
デンマークのラグナー・リアンによって
設計された、29mm口径シルクドーム
ツイーターを採用しました。

中域は、ペーパー・コーン・ダイアフラムに
高分子素材を配合、このモデルのために
カスタムメイドされた150mm口径ドライバー・
ユニットを採用、ダイアフラムの分割振動等の
音質阻害要素を排除しています。
また、センターキャップとして
金属製フェーズプラグを搭載、濃密な
音楽再現の核となる中域パフォーマンスの
最適化を図っています。

低域は、中域とのスムーズなつながり実現すべく、
同じくペーパー・コーン・ダイアフラムに
高分子素材を配合したカスタムメイドで、
口径を180mmとして、低域再現性を拡大しています。

3ウェイ・システムとする上で、とりわけ力を注いだのは
クロスオーバー・ネットワーク設計です。
パーツの厳選はもちろん、幾度もの試聴を重ねたうえで、
3つのドライバー・ユニットの力を最大限に引き出し、
かつ最適の位相特性を維持、演奏の空気感をも忠実に再現できる
高精度な回路設計に成功しています。

また、内部配線材には、セルブリンが
立ち上げた“LABORATORIUM”ブランドによる、
銀・パラジウム合金製ケーブル“Yter”を
使用しています。

スピーカーの歴史に大きな変革をもたらした
稀代のスピーカー・デザイナー、フランコ・セルブリン。
2013年にセルブリンがこの世を去ったあと、
その技と感性を継承したのが、マッシミリアーノ・ファヴェッラです。
師のもとでスピーカーの組み上げやクロスオーバー・ネットワークの
設計などに携わりながら研鑽を重ねたファヴェッラは、
師の遺した最後の傑作“Accordo”をふまえ、
音楽の真の姿を抽出する師の技の真髄、すなわちエッセンスを
あらためて世に伝えるための新たなモデルを構想しました。
その名も“Accordo Essence”。
師の哲学を忠実に受け継ぎ、美しいフォルムに結実させた
新たなマスターピースです。

“エッセンス”。そこには多くの意味が秘められています。
我が師フランコ・セルブリンの教え、木材を使いこなす技、
そして、音楽への情熱…。そのすべてを胸に、
音楽に込められたものを発見し、伝えるべく開発した
モデル、それがAccordo Essenceです。

“Accordo Essence”は、“Accordo”のパフォーマンスを
さらに拡大し、深化すべく、フロアスタンディング型とした
モデルです。

キャビネットは、フロアスタンディングでは特に加工の難しい
ウォルナット無垢材を入念に成型して
組み上げられていますが、その精度や仕上がりの美しさは、
まさに師とともに材料の選定から設計まで
二人三脚でスピーカーづくりに携わったファヴェッラ
ならではの手際です。
その秀麗なフォルムの中には、木材を活かしきる卓越した
ノウハウの伝統が、確実に受け継がれているのです。

キャビネットは、内部定在波などの音質阻害要因を
発生しないよう、平行面を排除した独自の形状になっており、
優雅な曲面を描くフロントバッフル設計とあいまって、
透明感に満ちた、音楽性あふれるパフォーマンスを
獲得しています。

また、床面からの振動伝播をわずかな設置面積によって
デカップリングする精密なスパイクを採用、
澄明な音楽再現に貢献しています。

なお、スパイクの高さは、上下6mmの範囲内で調整可能です。

稀代のマエストロに学んだ知恵を、新時代に活かす。 ３ウェイ・フロアスタンディング方式による、繊細にして力強い音楽再現性。 流麗にして堅牢。音の姿を抽出するために磨かれたフォルム。
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